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LED を用いた可視光無線 LAN 技術の基礎検討 
 
A basic study of a wireless LAN technique with using visible LEDs 
 
グローバルシステムデザイン学科 山林由明（Yoshiaki YAMABAYASHI） 
     
We have successfully demonstrated a possible configuration of wireless LAN with using visible 
LEDs for the downlink, and a corner-cube array as the uplink light source.  The downlink consists 
of two LEDs with complementary color each other, blue and yellow in this case, in order to avoid 
nasty blinking to human eyes regardless of the transmission rate.  The uplink was realized by 
chopping the whole downlink light being retro-reflected from the corner-cube array back to the 
downlink LEDs.  It makes any active light source such as LED or laser unnecessary for the uplink, 
and makes it possible to avoid any adjustment for the user. 
 
 現代の通信技術において、伝送媒体には光ファイバや大気（電波）が主流である。中で
も無線通信では Wi-Fi、LTE などといった電波を用いる方式が主流である。しかし、近年
では電波の需要が増えたことによる電波資源の逼迫や干渉による妨害、盗聴などの問題が
顕在化してきた。そこで、可視光 LED を用いた光無線 LAN の基礎検討を行った。ダウン
リンク送信側には補色となる黄色
と青色の LED を反転信号で変調
することで、全体としては白色の
点滅しない照明光として利用でき
るものとした。また、アップリン
クには、コーナーキューブアレイ
（CCA）を用いて前記 LED 光を反
射させてアップリンク用の光源と
することで、省エネルギーであり、
かつユーザがまぶしさを感じない
データ送信ができるものである
（Fig. 1）。CCA は光が到来した方
向に反射する性質があり、光源と
した LED 方向に反射するが、その
不完全性のためにその周辺にも反
射光は若干至る。 
ダウンリンクの実験波形を Fig. 2 に示す。今回は 0/1 の交替波としているのでそれぞれの
波長が反転しつつ発光していることが分かる。アップリンクはこの両方の波長光を同時に
遮断することで変調する。今回はコーナーキューブからの反射光を手で繰り返し遮断して
光電子増倍管(PMT)にて受光した。その受信波形を Fig. 3 に示す。 
 アップリンクの受光器に、高電圧を必要とし雑音の大きい光電子増倍管を用いているな
ど改良点が多いが、可視光を用いた無線 LAN 構成の基本的な可能性について実験的に検
証ができた。室内では盗聴や混信の懸念がない方式が実現できる可能性が示された。 
    
Fig 2. Two-colors downlink waveform            Fig 3. The uplink waveform  
Fig 1.  Configuration of the visible wireless LAN 
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